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たかな、とかいうのはフィードバックされるので、事前で
想像力で調整するのは大事だけども、一方で放った後で絶
対に傷つけない、というのは不可能なので、そこでフィー
ドバックして調整する、というその繰り返しもやっぱり大
事ですよね。他にまだちょっと時間ありますけど。 
 
（学生４）興味深いお話ありがとうございました。実際に
自分もやってみたいなと、思う様な事がとても多かったで
す。質問なんですが、さっき谷口先生の話の中で、関わり
合い、ゲーム化とか議論とか、というのをされていると話
があったんですが、やっぱり勉強が、塾とかでやってて、
割と良くできる子であったり。後は班とか、周りと話すの
が得意で、そういうグループ枠で話す子もいれば、話せな
い、あまり話さない子とかっていうのもいるなというの
は、私も実習に行って見ていて思った事なんですが、そう
いう子に対して、話せない、話さなかったり、自分の意見
を言えなかったりとかっていう子に対して、その場での支
援はどういう事をされているのかな、というのが1つと。
後はその場だけじゃなく、教科指導であったりとか、学校
生活の中全体的な場面でどういう様な、支援というか関わ
り、何かをしてらっしゃるのかと言うのをお聞きしたいと
思います。 
 
（谷口）結構喋らない子はいます。恥ずかしがったりと
か、場面緘黙と言ってね、ほんとに喋れない子もいます。
けど、当てます、喋らせます。普通と一緒の扱いをしま
す。じゃないと周りの子が、周りの子がと言うか、その子
にもチャンスが与えられない、自分はですよ、自分は。こ
の子は無理だなとか、飛ばすとか絶対ないようにね。この
子はいつか喋れるかもしれなと先生は思ってね、こうやっ
てみんなで支えて行こうやって。しゃべってるのに、急に
当てないとか、「いい、いい、じゃあいいよいいよ。」って
言ったら、私は自分の方針を変えてしまうし、あったかい
授業作りにもそれは別方向を向いてると思うので、必ず当
てます。でもどうしてもダメだって、そういう風な話をし
ておくと、周りは暖かい表情で待ちます。そしたらボソっ
とでも言います。その時に「周りの友達の聞こえた？サポ
ートしてあげれる人いない？」って言ったら、そこから自
信もてるでしょうし、やっぱ仲間って大事だなという事も
出るでしょうし、必ずその子にチャンスをあげます。そし
てほったらかしにせずに、周りの子を育てて、拾わせるよ
うにします。そういう風にします。もしくは、その子が勉
強苦手な子、やんちゃな方のタイプだったら、その子が答
えられるような問題を出します。その子が活躍できるよう
な問題出します。具体的に思い浮かんでないと思います
が、例えば答えが、問題出して、正解が〈分からない〉と
いう正解を何ニュートン、何ニュートンと答えるのに、本
当はその問題の正解は〈分からない〉だよ。順番に当てて
行って、最後に勉強が苦手な子に当てて、「分かりませ
ん」、「正解です」って言った瞬間から苦手な子は、自分の
授業はどんどん発表するようになりました。その仕組みで
すよね、答えはないと思います。自分なりの仕組みを是非
もって頂きたいと思いますので。答えはないのでお探し頂
けたらと私の中では思っております。 
 
（山根）小学校でも、話せない子というのはあります。私
は特別支援の担当をしたりしてるので、場面緘黙のお子さ
んと教育相談にいったりしてるので、そういう子に話させ
るというとちょっと厳しい、という所もありますので、グ
ループワークとかなった時に、グループを回って行くんで
すけど、その前には自分の考えをちょっとだけでもワーク
シートとかノートとかにちょっと書かせて、話し合ってご
らんとか言った時に、まだ話してないんだ、とか言ってど
んな事書いてるか先生発表します。とか言って、その子に
なりきって言ってみたりとか、そうやって回っている間
に、うちの学校ですと、ずっと1クラスで上がってるの
で、あの子は喋るのはこういう時苦手なんだよな、とかっ
ていうのを、○○ちゃんなんて書いた？とか、誰の意見と
一緒だったとかって言う風に、子どもの方から聞いたりし
あって、学習には参加しているという形で、それも表現に
したり、選択肢を与えて、1番はこれ、2番はこれで、3番
はどちらでもない。どの指持ってとかっていう風にして、
何かしらの反応を聞いたりっていう風にして、その子に合
わせて、学習に入れるような、スタイルを、回って行って
いる間に、先生がそうやってやってたから、私やもそうや
って聞いてみようか、とかっていう風に、休憩時間は喋れ
るとかっていうような子もあるので、授業中だけとか、先
生に当てられた時だけもう口を紡いでしまうとかっていう
子もあったりするので、こういう風な支援をしています。
答えてなくてごめんなさい。 
 
（学生４）ありがとうございました。 
 
（石本）そういう場面の支援っていうのは、今お話いただ
いた所ありますけど、二つの方向性があって、最後に先生
にお話いただいたみたいに、例えば話出来ない子に対し
て、書かせる、といったような、選択肢を設けるっていう
事ですよね。これ絶対大事で、話せる子には話してもら
う、書ける子には書いてもらうとか、それ以外の方法が良
かったら、それ以外の方法って言う風に、選択肢を用意す
るのは凄く大事なんだけど、これはどちらかと言うと欧米
的なやり方。でも日本でこれだけやると、すごく冷たくな
ってしまう時があるんですよね。その時に、谷口先生が話
してくれたみたいに、周りの子をサポートできるって言う
風に横のつながりを作るっていうことですよね。選択肢を
して完全に自分のやりやすい道だけでやってね、だけじゃ
なくて、繋がってサポートし合おうねって言う様な横のつ
ながりを作るっていうもう１つの支援というのも、どっち
もあるとね、支援というのは良いのかなという気がします
よね。 
 時間になっちゃいましたけども、最後に二人の先生方に
もう一度拍手をしておしまいにしたいと思います。 
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